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代
表
質
疑　

川
原
田
弘
子
議
員

　

代
表
質
疑
に
立
っ
た
川
原
田
議

員
は
、
17
年
度
は
３
事
業
が
赤
字

だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
収
支
改
善
は
さ

れ
、
全
体
と
し
て
は
44
億
円
の
改

善
。
特
に
バ
ス
事
業
は
、
今
年
度

は
黒
字
転
換
の
予
算
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
、「
労
使
一
体

と
な
っ
た
努
力
の
結
果
」
と
評
価

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
累
積
損
益
は
依
然

２
２
５
７
億
円
で
、
今
後
も
厳
し

い
経
営
努
力
が
要
求
さ
れ
る
中
、

各
事
業
が
経
費
削
減
の
見
返
り
と

し
て
「
安
全
を
失
っ
て
は
な
ら
ず
、

さ
ら
に
、
循
環
型
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
も
重
要
」
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
し
、
各
事
業

に
お
け
る
今
後
の
課
題
な
ど
を
市

長
お
よ
び
助
役
に
質
問
し
ま
し
た
。

　
　

 

総
括
質
疑　

池
田
り
ん
た
ろ
う
議
員

  

総
括
質
疑
で
は
、
新
中
央
市
民

病
院
で
予
定
さ
れ
て
い
る
「
が
ん

セ
ン
タ
ー
」
の
役
割
を
、
今
の
中

央
市
民
病
院
で
も
可
能
な
限
り
取

り
組
む
こ
と
、
水
の
総
合
調
整
・

総
合
治
水
に
つ
い
て
分
析
・
検
討

す
る
体
制
の
構
築
な
ど
を
求
め
、

決
特
委
で
民
主
党
が
質
疑
し
た
内

容
を
中
心
に
総
括
質
疑
を
行
な
い

ま
し
た
。

市
議
等
か
ら
の

意
見
・
要
望
の
記
録
・
公
開

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
条
例
成
立

　

４
月
の
汚
職
事
件
を
受
け
、
市

当
局
へ
の
市
議
等
か
ら
の
働
き
か

け
を
原
則
す
べ
て
記
録
・
公
開
の

対
象
と
し
た
「
神
戸
市
政
の
透
明

化
の
推
進
及
び
公
正
な
職
務
執
行

の
確
保
に
関
す
る
条
例
」〔
通
称

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法
令
順
守
）

条
例
〕
が
成
立
し
ま
し
た
。
記
録

の
公
開
ま
で
踏
み
込
ん
で
の
条
例

化
は
全
国
初
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
職
員
等
に
対
す

る
要
望
へ
の
適
正
な
対
応
と
要
望

の
内
容
を
記
録
と
し
て
残
す
た
め

の
ル
ー
ル
を
定
め
る
も
の
で
す
。

市
議
等
か
ら
の
要
望
や
提
言
な
ど

は
、
単
な
る
問
い
合
わ
せ
な
ど
を

除
き
す
べ
て
記
録
。
内
容
は
情
報

公
開
請
求
の
対
象
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
記
録
件
数
等
は
毎
年
公

表
し
、
外
部
の
審
査
会
が
市
の
対

応
等
を
答
申
し
ま
す
。

　

ま
た
、
逮
捕
時
の
議
員
報
酬
停

止
に
関
す
る
条
例
も
本
市
会
で
成

立
し
ま
し
た
。

　

公
営
企
業
会
計
決
算
な
ど
を
審
議
す
る
第
三
回
定
例
市
会

は
提
案
さ
れ
た
42
議
案
を
認
定
・
可
決
し
て
九
月
二
十
七
日

に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

企
業
決
算
に
お
い
て
は
、
川
原
田
弘
子
議
員
（
垂
水
区
）

が
民
主
党
を
代
表
し
て
、
病
院
事
業
や
交
通
事
業
な
ど
９
項

目
に
わ
た
り
市
長
に
質
問
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
設
置
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
田
路
裕
規

議
員
（
灘
区
）、
土
居
吉
文
議
員
（
東
灘
区
）、
池
田
り
ん
た

ろ
う
議
員
（
北
区
）、
川
原
田
弘
子
議
員
（
垂
水
区
）
が
各
局

別
審
査
に
あ
た
り
、
市
長
・
助
役
に
対
す
る
総
括
質
疑
は
池

田
議
員
が
行
い
ま
し
た
。 

第 三 回
定例市会

全
庁
挙
げ
た
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
と

さ
ら
な
る
経
営
改
善
を

代表質疑に立つ川原田弘子議員

総括質疑に立つ池田りんたろう議員

水
の
総
合
調
整
・
総
合
治
水

 

の
分
析
と
検
討
を
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安
全
と
品
質
の

 

維
持
と
向
上
を
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一部に明るい兆し
5会計が単年度黒字に

決
算
承
認
に

あ
た
っ
て
の

要
望
事
項

17年度公営企業決算の承認にあたって
以下のような要望項目を附しました。
■土地処分は積極的に取り組み、未利
用地は暫定利用を。
■雨水流出抑制対策に定量的な効果の
検証を。
■特に経年化した約７㎞の送・配水管
の取替え前倒しを。
■この他、中小型の地域密着型バスの
拡充、生野高原住宅地区への公共下
水道の整備、スーパー中枢港湾の取
り組みを強化など合計10項目。

新都市 13.9
下水道 14.2

港湾 31.8

水道 11.5
工業用水道 2.3

地下鉄
　　△40.8

バス △8.8
病院 △5.8

黒字 73.7億円

－20

0

20

40

全会計で16年度比
約44億円収支好転
なお、累積損益2257億円

17年度　企業会計損益収支の状況

全
会
計
で

全
会
計
で

　　

1188
億
円
黒
字

億
円
黒
字

赤字55.4億円

市
政
の
一
層
の
透
明
化
と

　
　

公
正
な
職
務
執
行
の

　
　
　
　

確
保
に
向
け
て
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全国初全国初
今
回
国
へ

提
出
す
る

意  

見  

書

肝
炎
対
策
の
推
進
に
関
す
る
も
の

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に

　
　
　
　
　
　

関
す
る
も
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療

　
　

の
提
供
に
関
す
る
も
の

　

衆
参
両
院
議
長
、総
理
大
臣
な
ら
び
に

関
係
大
臣
に
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。


